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聖霊降臨節第 6 主日／大月純子牧師説教／ 

向井牧師広島府中教会説教             No. 27 
 

主日礼拝   

 

前奏  

 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 

 

招詞  

「地の果てまで 

すべての人が主を認め、御もとに立ち帰り 

国々の民が御前にひれ伏しますように。 

王権は主にあり、主は国々を治められます。 

命に溢れてこの地に住む者はことごとく 

主にひれ伏し 

塵に下った者もすべて御前に身を屈めます。 

わたしの魂は必ず命を得」    (詩編 22:28～30b) 

 

頌栄 26「グロリア」 

 
 
 
 

 

 

 

信仰告白 使徒信条 

我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。 

我はその独
ひと

り子、我らの主イエス・キリストを信ず。 

主は聖霊によりてやどり、処女
お と め

マリアより生まれ、 

ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に 

つけられ、死にて葬られ、陰府
よ み

にくだり、三日目に死人

のうちよりよみがへり、天に昇り、全能の父なる神の右

に坐
ざ

したまへり、かしこより来たりて、生ける者と死ね

る者とを審きたまはん。 

我は聖霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交はり、 

罪の赦し、身体のよみがえり、永遠
とこしえ

の命を信ず。 

アーメン 

 

祈祷 

 

献金 

 

主の祈り 

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 

 

賛美 32「キリエ・エレイソン」 

 

 
 

聖書 使徒言行録 11:4～18 

                       新約(新共同訳)P235 

4そこで、ペトロは事の次第を順序正しく説明し

始めた。5「わたしがヤッファの町にいて祈って

いると、我を忘れたようになって幻を見ました。

大きな布のような入れ物が、四隅でつるされて、

天からわたしのところまで下りて来たのです。 

6その中をよく見ると、地上の獣、野獣、這うも

の、空の鳥などが入っていました。7そして、

『ペトロよ、身を起こし、屠って食べなさい』と

言う声を聞きましたが、8わたしは言いました。

『主よ、とんでもないことです。清くない物、汚

れた物は口にしたことがありません。』 9する

と、『神が清めた物を、清くないなどと、あなた

は言ってはならない』と、再び天から声が返って

来ました。10こういうことが三度あって、また全

部の物が天に引き上げられてしまいました。11そ

のとき、カイサリアからわたしのところに差し向

けられた三人の人が、わたしたちのいた家に到着

しました。12すると、“霊”がわたしに、『ため

らわないで一緒に行きなさい』と言われました。

ここにいる六人の兄弟も一緒に来て、わたしたち

はその人の家に入ったのです。13彼は、自分の家

に天使が立っているのを見たこと、また、その天

使が、こう告げたことを話してくれました。『ヤ

ッファに人を送って、ペトロと呼ばれるシモンを

招きなさい。14あなたと家族の者すべてを救う言

葉をあなたに話してくれる。』15わたしが話しだ

すと、聖霊が最初わたしたちの上に降ったよう



に、彼らの上にも降ったのです。16そのとき、わ

たしは、『ヨハネは水で洗礼を授けたが、あなた

がたは聖霊によって洗礼を受ける』と言っておら

れた主の言葉を思い出しました。17こうして、主

イエス・キリストを信じるようになったわたした

ちに与えてくださったのと同じ賜物を、神が彼ら

にもお与えになったのなら、わたしのような者

が、神がそうなさるのをどうして妨げることがで

きたでしょうか。」18 この言葉を聞いて人々は静

まり、「それでは、神は異邦人をも悔い改めさ

せ、命を与えてくださったのだ」と言って、神を

賛美した。 

 
賛美 464「ほめたたえよう」 

 

 
 

説教 「すべての人に」 

 
賛美 405「すべての人に」 

 
 

 

 

派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

           わたしを遣わして下さい。 

 

祝祷 

 

アーメン 

 
 
 

 

後奏  

 

司 式 大代 恵 

説 教  大月 純子牧師 

奏 楽 福原 之織 

 
※お立ちになるのが困難な方は、 

座ったままで礼拝をお守り下さい。 

※讃美歌の最後には、基本的に「アーメン」を付けません。 

 
 


